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ショックアブソーバーの交換に必要なパーツは左のとお

り。ちなみに、ショックはザックス製のノーマルを用意

した。このうちラバーブーツとバンプラバーは再利用す

るという手もあるが、とくにバンプラバーは極力交換し

たい。「バンプラバーを交換するだけでも、効果はあり

ますよ」とスタッフの方は言う。今回はどちらも再利用

することに。しかし、つくづく交換したほうがよかった

と思わされた。

フ爾ント

く●0コ

こン
うプ
すレ
る ツ
こサ
と |

でで
無駄なくリフレッシュする基本は
フロントからリヤヘ

,レ

に
ア
ー
ム
が
落
ち
る
こ

●
リ
ヤ
の
構
造
は
シ
ン
プ

ル
な
も

の
。

ア
ッ
パ
ー

側
は
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
か
ら
ボ

ル
ト
を
外
す
。
下

側
は
ボ
ル
ト
ー
本
で
固
定
さ
れ
て
い
る
。

ッ
ク
を
外
し
た
と
き

●
フ
ロ
ン
ト
も
リ
ヤ
も
基
本
的
な
作
業
手
順
は
同

じ
。
上
側
を
外
し
て
か
ら
下
側
を
外
す
。
フ
ロ
ン

ト
の
ほ
う
が
構
造
が
複
雑
な
分
、
行
程
が
多
い
。

ン
グ
を
縮
め
て
お

●
外
す
の
は
簡
単
だ
が
取
り
付
け
は
難
し

い
、
こ

れ
は
ど
の
パ
ー
ツ
も
同
じ
。
今
回
は
ベ
ル
ト
を
使

っ
て
収
縮
さ
せ
た
。
人
の
力
で
縮
め
る
の
は
無
理
。

●右側ラバーブーツはこんな悲惨な状態
になっていた。今回は部品を用意してぃ
ないので、やむなく再利用することに。

●バンプラバーも
可能だが、ショッ

でいた。再利用も
ブソーバーの性能

を確実に引き出すた 交換 したい。

●
ボ

ル
ト
を
締
め
付
け
る
と
き
は
ジ

ャ
ツ
キ
な
ど

で
持
ち
上
げ

、
荷
重
が
か
か

っ
た
状
態
を
作

っ
て

か
ら
締
め
る
。
ア
ッ
パ
ー
側
を
固
定
す
れ
ば
終
了
。

こ

れ
●

ス
リ
ー

が
テ
ス
ト

ン
ト
で
は
、
装
着
後
に
ス
タ

ッ
フ

い
不
具
合
が
な

い
か
を
確
認
。

せ
ら
れ
る
シ

ョ
ッ
プ
の
理
由
。

●アッパーマウン トをきっちり締めて作

業は終了。多 くの行程 は専用工具がない

と作業ができないことを再認識。

楊鑽卜隕靡妙靡聰

褥膨褥嘔蒻隋膵兆瘍雖●
乗り心地の改善。それは言うに及ばず、

装着前後では雲泥の差。フワフワとした乗

り心地はビシッと締まり、コーナーでの国

―ルも抑えられている。その乗り味はまさ

にメルセデス復活 | どしっとした安定感
が甦っているのだ。

しかし、乗り心地や乗り味よりも、ダン

パーがもたらした効果は… 操縦安定性の

向上。交換前はあいまいで不安のあったハ

ンドリングが、フラフラすることなく安定

感が格段にあがっている。さらにステアリ

ングから伝わってくるインフォメーション

と手ごたえが、ょリダイレクトになったか

ら、安心速度は2害」増し。ショック交換の

費用対効果は抜群に高い |(森野恭行)

颯燎儡蜀藤彰魃膨
黎写絣写靱鰤廿務

足まわりのリフレッシュ

の基本は、前から後ろへ。

サスペンションの形式や車

種によって交換部品は異な

るが、その基本は変わらな

い。それはなぜか……理由

|よ簡単。フロントにエンジ

ンを搭載するため、より負

荷が大きいからだ。

下のプランは無駄な作業、

無駄なコストを極力省いけ

るようにスリァポイントの

出野さんが作ったもの。予

算もあるだろうから、それ

ぞれのステップ内で分けて

行うことも可能だ。
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×各ステップは今回作業を行ったメルセデス ベンツ
190E26を サンプルとした内容です。また、目安コス
トは部品代と工賃を含んだものです。
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